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＜一般目標 GIO: General Instructional Objective＞ 

 

臨床の基本となる医療面接、基本的診療法、コミュニケーション能力の取得を目指し、

研修終了時に単独で一般外来診療が出来る事を目標とする。 

  

＜行動目標 SBO: Specific Behavioral Objective＞ 

 

① 頻度の高い疾患（common disease）の基本的初期診療ができる。 

② 症状や受診動機をもとに、適切な鑑別診断ができる。 

③ 日常的臨床問題を自ら解決する手法を修得する。 

④ 最新の evidenceを用いた診療を習慣化する。 

⑤ 専門的診療も目的に、適切な診療科に紹介できる。 

⑥ 診療内容を正確に記録、伝達できる。 

⑦ パートナーの思い、社会的・心理的背景を考慮に入れた診療ができる。 

 

＜方略 LS: Learning Strategies＞ 

臨床の現場で業務に必要な知識や技能を習得させる研修 

 

① 指導医のもと、病歴聴取、身体診察を行う。 

② 指導医と病状に対する臨床推論を行い、必要な検査をオーダーする。 

③ 指導医のもと、診察結果をもとに適切な処方を行う。 

④ 患者・家族に対して、わかりやすい説明を行う。 

⑤ 再診の必要な患者や慢性疾患の患者の診察を行う。 

⑥ 当日診察した患者のフィードバックを受ける。 

 

＜研修評価 EV: Evaluation＞ 

 

① 評価は、外来研修評価表を用いた形成的評価で行う。 

② 評価は、研修医による自己評価と指導医からの評価で行う。 

③ 時期は、随時ならびに研修終了時に行う。 
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初診外来研修 評価について 

 

2 年次の初診外来研修において、これまでは指導医評価のみ行っていたが、2022 年度後期

より、研修医による自己評価制度を設けることとする。 

目的は、形成的評価である。 

 

［評価内容］ 

研修医自己評価 

「外来研修評価表」（資料 1、資料２）を用いて評価 →研修医 自己評価欄に記入 

 

指導医評価 

「外来研修評価表」（資料 1、資料 2）を用いて評価 →指導医 評価欄に記入 

 

［評価時期］ 

年 2 回評価：外来診療 3 回目実施後、15 回～20 回目実施後 

 

【資料 1】 
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【資料 2】 

 

 

 

 

 

 


